
金
滞
古
蹟
志
港
十
一

牌
所
た
り
し
故
に
、
藩
組
以
来
臆
世
の
鍵
堂
あ
り
し
か

E
・
慶
務
の

後
紳
葬
祭
に
改
め
ら
れ
し
を
以
て
、
明
治
七
年
七
月
十
二
日
雨
剰
の

鍵
堂
に
安
置
せ
ら
れ
し
歴
世
の
位
牌
を
厳
し
、
霊
堂
を
も
段
た
し
め

ら
れ
た
り
。
そ
の
後
同
十
年
五
月
九
日
・
十
日
の
爾
自
に
於
い

τ‘

石
川
郡
野
岡
山
の
廟
所
な
る
大
納
言
利
家
卿
以
下
腿
世
の
境
基
に
段

け
ら
れ
た
る
石
の
澗
堂
を
取
除
け
、
更
に
碑
石
と
鳥
居
と
を
建
て
ら

れ
、
紳
祭
式
を
執
行
あ
り
し
か
ぽ
‘
是
よ
り
雨
剥
以
下
諸
寺
院
の
働

典
は
金
〈
燈
せ
ら
れ
た
り
。

。
下
調
堂
井
大
坂
城
討
死
諸
士

此
の
胸
堂
は
.
箆
長
・
元
和
掃
州
大
坂
雨
皮
の
披
攻
に
討
死
せ
し
務

士
共
の
鍵
堂
に
て
、
今
一
式
ふ
招
魂
祉
に
ひ
と
し
。
務
侯
の
握
代
廟
堂

の
下
に
治
鵬
首
あ
り
し
故
に
、
下
問
堂
と
呼
ぺ
り
と
い
へ
り
。
比
の
下

調
堂
は
、
中
納
言
利
常
卿
元
和
の
初
め
創
立
せ
し
め
ら
れ
し
鹿
に

て
、
共
の
後
百
十
年
許
を
経
て
、
享
保
十
三
年
貧
困
寺
現
住
照
大
和

倫
改
め
て
治
脇
田
せ
し
か
ど
、
共
れ
よ
り
三
十
二
年
と
い
ふ
賓
暦
九
年

四
月
十
日
の
火
災
に
椴
り
、
共
の
後
再
建
せ
占
ー
と
い
へ
り
。
下
関
堂

の
聞
は
と
L
に
載
す
る
如
し
。
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妻木左京寺護方衛門居掌握盛忠士、

和元元五七月日2和元五七月日E 

紳子兵衛居五焚費量名衛士岡平右堀g 喜信士岡芸

和五七元元月和元五七日元月日

好助5 祷居克士長衛源右F居忠士麟間玄1 

元和元五七月日和党五七元月日 願居市永宮十窓士岡磁跡喜戸人月雲薄士 元和五元七月日元和元五七月日

下勘兵衛婚鶴宮喚居稲垣士山自

元和元五七長慶十j十四月日月日L 需積騎馬助q衛門道居士七左資家士岡天回ま岡山H 慶長十j十和元五七四元月日月日IL 

大橋外記光静，居士青木椴右需山b 

慶長十九元和元五七四月日月日十

大原衛河郎兵衛諏訪八兵武費居士四UI 

長慶十十元和元五七1四月月日日L 

英居大原助右衛大事籍調士f門多聞可

慶長和十3十3元五五四月日月日E L 
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